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を開催しました♪ 

６月１７日（土）夜７時から、伊深交流センターで、第２回目と 

なる伊深ホタルコンサートを開催し、来場者、スタッフ計８０人が 

伊深の夕べに奏でられた懐かしい楽曲を堪能しました。 

亀渕の木澤晃さんもメンバーのショー・ウインドの皆さんが、 

『昭和歌謡の夕べ』と題して全１４曲を演奏して下さいました。 

「時代」から始まり、ボサノバ調の「上を向いて歩こう」や、グループ名の由来となっ

た“風”の伊勢正三さんの名曲「なごり雪」。続く「コーヒールンバ」では、いつの間に

か「さそり座の女」へのメドレーとなりびっくり！！ 

休憩後は、お琴のアレンジが美しい「加茂の流れに」から、NHK 朝ドラ『らんまん』の

主題歌「愛の花」まで、手拍子を打ったり、足元でリズムを刻んだり、一緒に口ずさんだ

りと、来場の皆様と一体となった熱いステージを楽しむことができました。 

 アンコールは「また逢う日まで」。あっという間のお楽しみでした。終演後は、伊深ご

はん研究会による手づくりの季節のおもて 

なし「朴葉もち」を来場者にお配りしまし 

た。また産直コーナーを 

設置し、伊深産の玉ねぎ 

やじゃがいも、お米を販 

売。伊深の人にも、近隣 

から来られた人にも、伊 

深の夕べを楽しんでいた 

だきました。 

  

  

 

 

 

 

 

  旬の朴葉を使って、朴葉もちを作りました。 

  この日は社協からの応援もあり、総勢１０人で、 

９６個の朴葉もちと、肉桂の葉でニッキもちを１２ 

個作りました。朴葉寿司を作る時とは異なり、朴葉 

をサッと熱湯にくぐらせます。そうすると、朴葉の 

アクが取れることと、香りがより立つようになります。 

また、おもちがくっつかなくなるのも良い点です。 

 ご家庭でも、是非試してみて下さいね。 

  

 
報告 ６月９日 伊深ごはん研究会が 

朴葉もちをつくりました！ 

第１回連絡会議を開催しました！ 
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● 7 月に以下の事業を実施する予定で進める（一部協力する）ことにしました。 

・7 月 12 日 伊深小学校 150 周年記念 航空写真プロジェクト（伊深小学校主催） 

・7 月 25 日～（全８回） 学童保育の調理実習のお手伝い（伊深ごはん研究会） 

伊深まちづくり協議会だより     第１１１号 

２０２３．７．１発行 （毎月1回1日発行）                               

発行責任者  伊深まちづくり協議会 会長 小林 喜典 

事務局     美濃加茂市伊深町９２７－１ 

伊深交流センター内 

電話  0574-29-1395  FAX 0574-29-0001 

  ※ ご意見・お問い合わせもこちらまで 

 

 

 

 

 

委員１７人と関係者が参加。市高齢福祉課

から、「終活をはじめよう！～人生会議してみ

よう～」というお話を伺いました。自身の終末

について具体的に考えることはなかなかでき

ませんよね。まして、家族や知人に自分の思い

を伝えることには、抵抗がある方も･･････。 

しかし、大切なことだと 

考える機会になりました。 

その後、各委員から各地 

域の現状についての報告が 

あり、委員内で情報を共有 

することができました。 

５月３１日 「ちょっとたのむ輪」 

第１回 連絡会議を開催しました！ 
報告  

 

NHK 朝ドラ『らんまん』の伊深編とし

て、植物愛好家の渡辺さんが、いぶカフェ

付近の植物に名札を立てて下さいまし

た。普段よく目にする草が、こんな名前の

植物だったとは！ 

『雑草ゆう草はないき！』 

『🌼えいですのう🌼』  

『らんまん』 伊深編 

 

 

 

当初予定していた１２日が雨天のため、翌日に実施。晴天に恵 

まれました。下町おやじの会等８人がお手伝いをし、９時からは 

小学校１・２年生２６人と、１０時からは保育園年中・年長の園 

児１９人と一緒にさつまいもの苗挿しをしました。１人２株ずつ 

を受け取り、畑の中に渡された足場に並んで挿していきました。 

中には、昨年度も挿した経験をもつ児童も 

あり、指導を受けながら上手に挿していまし 

た。小学生からは「いつ頃収穫できますか？」 

とか、「どのくらいの大きさのさつまいもがで 

きるのですか？」といった質問が寄せられま 

した。苗が大きく育つことを願い保育園児が 

「大きくなあれー」とハンドパワーを送る姿 

に、お手伝いの大人も癒されました。 

 
報告 ６月１３日 下町おやじの会等が伊深小学校・ほくぶ保育園の児童と 

さつまいも（べにあずま）の苗挿しをしました！ 
 

今後の予定 


